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ABSTRACT

On 　 the 　 Supplememal 「
11uberc｝e　 of 重he　 Ratttts　 llol

’
tle．g，’c’ls

’Low ご r　 Molal ・、　 T 、　 MIYAO （Dept ．
of 　Anatonly

，
　 School　 o 「 Medicine ，　 Shinshu 　 UnL 、

・、，　 Matsumo 亀o ），　 H ．　AKAHANE （Shiga　 Heights

Inst．　 Biol，
，
　 Shinshu 　 Univ ．），

　 H ．　 HANAMuRA
，
1．　 SASAK 【 （Dept ．　 of 　 Ana 葛omy ，　 School 　 of

De11重istry，　 Aichigaku ｛n 　Univ．，　 Nagoya ），　 Y ．　FuJiTA ，　 AND 　M ．　OGA 　〔Scheol ⊂，f　 Dentistry，
Aichigakuin　Univ ．　 Nagoya ）　Zoo／．　 Mag ．751227 ．− 235 （］．966 ）

Asupplcmcntal　 tuberde 　is　 oftcn 　 seen 　on 　 the　rnesil 冫buccal　part　of 　the 　lamilla　on 　thc 　lowcr
mo 【ar 　 of 　R α 〃 ”∫，　 Wc 　 ca1 【 this　 the 　 mesiobuccal 　 tubercle 　to　 distinguish　i亡 from 　 thc　 Q ↓hcrs．
The 　maln 　 aim 　 of ヒhis　papcr 　is　to　rep ｛，rL　 on 　 rcgional 　 differences　in　 its　frcqucncy 　 of 　 appea −

rance 　 on 　the 　mcsiobucca 亘 tuberclc 　and 　to 　rcport 　 on 　various 　supPlemental 　tubercles 　 on 　the

loWcr　 mQlar 。f　1ぜatttts ノ’o ’
『
し
・egictts ・

L 　Regional 　 diHference： We 　 havc　 examined 　the 　 rcg1onal 　 d［ffcrcncc　of 　 frcqucncy　 of 　 the

apPeaTance 　of 　the 　rncsiobuccal 　tubcrclc 　 in　1〜atttts 　noln ・’egictts
，
　 which 　were 　 conected 　in　the

following 『our 　distr苴cts ； Matsumoto 　City，　Shiga　Heigllts　in　Nagano 　Prefccture，　Nagoya　City
and 　 Fukuoka 　City．　 The 　 mQst 　 noticeable 　 diffcrence　 is　 found 　 Qn 　 the 　 second 　 lamina 　 of 山 e

sccond 　 molar ．　A 　quite 　 signlficant 　difference　is迩hat　the 　 rate 　 Df 　 frequenoy　appearance 　 on

thc　 right 　 molar 　 in　 Nagoya 　 is　66．7％ ，
　 whicll 　 ls　 far　 bwer 　 tllan　 the 　 Qthers ； in　 Shiga 　Hcights

it　is　 gL7 ％，　 hl　 Matsumoto 　 CiL
》
・95 ．工％，a 【ld 　in　Fuku 【〕ka 　Git》

・92 ．6％． 0 【i　 thc 　 s．cconcl 　 lamina

of 　 Ihc 　重hird　nlelar 　u
・
e　 reGognize 　 a 　 regiona ［　diH

’
ercnc

．
c

，
　 and 　cspcclally 　紅he 　1

・
ate 　 on 　thc 　 rjght

mol3r 　 hl「Nagoya，　 as 　 well 　 as 　 that　 uf 　the 　 sec   ！ld 　 iarmnΩ of 　 thc　 seco 星ld 　 mola 童
・，　 is　 much 　 lowcr

【han 　the 　Tate 　in　thc 　other 　three 　dititri⊂ ts，
IL　Various 　 supPleme 凱 al　 tiibercles　 which 　apPear 　 on 　the 　lower　 molar 　 are 　 as 　folloivs：　 1）
The 　 supplemental 　 tuberclcs 　 feund 　 on 　 the 　llngual　 surface 　 betwccn 　 the 　 fi「 st　 a 】ld 　the 　second

lamlna 　of 　the 　 second 】nolar ．　 2）The 　tubercle 　found 　 on 　 the　 distal　surface 　 or 　second 　lamina

of 　 the 　third 　moiar ，　 This　tubercle 　is　homologous 　to　the 　posterior　heel　of 　the 　fiirst　and 　 se 匸ond

molar 　 and 　 seems 　 to　 be　 lts　 remnanT ．　3） Tile　 tubercle 　 found 　 on 　 the 　 distobuccal　 of 　 the 氤rst

lamina 　 of 　 the 　 first　 molar ，（Received 　Decembcr 　 l　3，1965 ）

　 ネ ズ ミ類 の 臼歯 の 形態 は 分 類 学 上 重要 な 形質 で あ

り，現 在 ま で ，Miller（1912），青 木 （1915），　 Zim −

mermann （豆935），所 （1924 ，
1925，1937），小 山 （1926），

所 ・清水 （193フ，1938，194  ），宮尾 （1960，1961 ，
1964）

等 に よ っ て 研究 さ れ て い る が，特 に ド顎臼歯 の 形態

学的意 養 に つ い て は 議 論 の 多い と こ ろで あ る 。

　 ネ ズ ミ属 Ratttts の 下顎臼歯 の 基本的 形態 は 近遠

心 的 に 並 ん だ 三 個 の 丘 列 （lamina ） と，そ の 第 3 丘

列の 後方 に 存在す る 後 丘 列 （poste「ior　heel） か ら成

　1）　要 旨 は 第 35 回 日 本 動 物 学 会 大 会 （1964 年 IO

月， 名古屋 ），日 不 解 剖学 会 第 25 回中部 地 方会

（1965 年 9 月，松 本 ）に て 隷 告 し た
。

227

る 。 ま た ，こ れ ら の 丘 列 は ，い ず れ も頬舌的 に 並 ん

だ 外 側歯粘節 と 内側歯 結節 の 二 つ の 歯結節 か ら構成

さ れ て い る （第 1 図）。

　 こ れ らの 丘 列 と後丘 列 の 外 に ，下 顎臼歯に は 種 々

な る 部 1立 に 種 々 な る 形態 の 附加結節 が 出現 す る こ と

があ る 。 宮尾 （1960）は ，外側歯結 節 の 近心 頗 側 の 部

に 出現 す る 附 加 結 節 に つ い て そ の 種聞差 を 明 らか に

し，所 ・清水（1940）は ，第 3 臼歯 の 第 2 丘 列の 遠心

側に 存在ナ る 小 結節に つ い て 報告 し て い る 。 わ れ わ

れ は ，ドブ ネ ズ ミ Rattus 　 no
−
trr“egicus 　lこ つ い て こ れ

ら の 結 節 とは 形態，出現部 位 を 異 に す る 2 種 の 結節

を観 察す る こ と が で きた の
一
C・，そ の 形 態 上 の 記述 と
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第 1図 　 ド
．
ノ ネ ス 三 下 蜘 ヨ歯 の 形態 と近心 煩側附 加結節

出現 頻 度 に つ
’
r
’・て 報告 す る c ま た，宮尾 σ960）の 報

告 し た附 1川結節 の 出現頻 度 の 地 方 茎に つ い て も述べ

たい 。

　さ ら に ，前述 し た ネ ズ ミ 極下 顎 臼歯 の 基本形態 は

第 1臼歯 に み ら れ ，第 2 臼歯 で は 2 っ の 丘列 と後 丘

列 と が 第 3 臼歯 で は 2 っ の 丘 列 が 見 られ る に 過ぎな

い 。 すな わ ち丘 列 は 遠心 の 歯ほ ど 少 く，単純化 し て

行 くが，第 1 臼 歯 に お け る どの 丘 列が 第 3 臼歯 の ど

の 丘 列 と相 同 で あ る か と い う点 に つ い て は 学者の 闘

に 議論 が あ る 。 こ の 点、に つ い て附加 結 節の 出現状況，

形態 な ど を 基に し て ，わ れ わ れ の 考 え 方 を併 せ て 記

述 し た い 。

材 料 と 方 法

　本 研 究 で 使 用 し た ド ブ ネ ズ 三 は ，長 野 県 下 高井郡

志 賀 高 康，同 県 松 本 市 ，名古 屋 市 ，福 岡 市 の 四 地 区

lCdi’　Vh て 1959 年 か ら 1964 年 ま で に 採 集 さ れ た も

の で，調 査 個体数 は

　　長 野県 志 賀高 原 　 　48

　　松 本 市 　　　　　　41

　　名古 屋 市 　　　　　94

　　福 両 市　　　　　　　 41t）

で あ る c な お ，結節の 出 現 頻 度に つ い て は 性 差 は 認

め られ な か っ た の で ，雌 雄 を
一括 し て 左 右 別 に 検 討

した 。 観察 に は，双 眼 実体顕微 鏡 を 使 用 し，骨 格 標

本 の
』．
r顎 臼傲 の 咬合 面，頬 斷 面，舌 側 面 ，近 心 面，

遠 心 面 の 各 面 か ら観察 し た
。 観 察 に 際 し，磨 耗 に よ

り鮎 節 の 判 別 が 困 難 と 思 わ れ る個 体 は 除 い たっ

」
ロ

◇

千 果

　L 　 外 側函
’
結 節 の 近 心 頬 儲 部 に 「【1現 す る 結 節 （近

、こ・頬 但賂付力匚蒔出節）

　 こ の 結 節は ，第 1 図 に 示 す 如 く，丘 列 の 近心 頬 側

の 基底部か らそ の 近心 頬側縁 に 沿 、
っ て 咬 台面 近 くに

まで 達す る 円筒形の 結節 で め る 。 また，そ の 発達が

良好 で 陵 合面 に まで 隆起 し た 場合 に は 丘 列 に 癒 合 し，

両者の 問 に 癒 合の 痕跡 を示つ か な り明瞭 な溝を有す

る こ と が あ る。 こ の 場 Fsに は ，そ の 形 態 は 内 ・外歯

結節 と類似 し ， あ た か も第 3 の 歯結節 が 附加 さ れ た

よ う な外観 を呈す る 。

　辻 心 頬 側附 頽 結 節 の 出 貌 頻 度 を志 賀高 原，松本．

2）　 九 州大学農学部動物学教室所 蔵
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第 1 表　下顎臼 歯 に お け る 近 心 頬 働 附 加 結箪 の 出 現 頻 度 （％ ）

Molar 1
LaminaRight

，
　 Left

M1 ー
1st一工amina 　 2nd ．lamina 　 3rd．lamina

・ ．1L… 　 i・一 ・ ・1・ ・

Sh ・醜 ・n 「盃
M − ・・ 亜
ぬ 即 　囲
Fukuoka　　　　O，01

0 ，0 ！　2．I

o ，o ［o ．〇
一 「

一1
」

　 　 1
  ，  」　93，8 　89，6
　 − 1．

o ・° 1 °』

　 　 1−一．

10
・  ［．

  ・o

1｝，O

o， 

0，0

100・。ig2・6
85．91

    ．0

92，3100

，0

M2 M3

　 　 　 　 　 　

1st−1amlna 　 i　 2nd 」ami ロ a 　 lst．lamina
　 　 　 　 　 l

・ ・ L ・1・ ・ ・ … 　 1・ ・

97．9　　97．9

95．1
「　 　 ！　　 　 1

92・6i　95・13
　 　 　 　 ＿1

9 ［．7　91．7　89．21　86．5
−

　 1。。七 ，．5
　 　 　 　 　 　 　 　 1

2nd ＿lamina

R ．

64．9L

．

51．4

68．2

88．9100

．0 講譜 記：；ilほ：轜
60．551

．】

68 ．3

名古屋，福 岡 の 各地区別 に 示 し た の が 第 1 表 で あ る。

　第 1 臼歯 の 第 1 丘 列 に は 四 地区 と も全 く附 加結節

が 存 在 し な い ⊃ こ れ は ，小 山 （1926），所 ・清 水

（1937），宮尾 〔1960）等 が 行 っ た ダ イ コ ク ネ ズ   　シ

ロ ネ ズ ミ及 び ク マ ネ ズ ミの 結果 と 一
致 す る 。 ま た，

第 2 丘 列 に お い て も松本、名古屋，福 岡 の 三 地区で

は 附加糖節 が 認 め られ ない が，志賀高原 で は ・
48 個

体 中 1 個体 （2．1％）の 右 倶［｛に だけ明 らか な結節が み

られ た。第 3 丘 列 に は ，四 地 区 と も 高 い 頻度 て 附加

粘節 が 出現 し て い る。す なわち，右 臼歯で 志賀高療

93，8％，　毎ご本　100．O％，　名 ［片屋 85．9％，　宇禹1祠　IOO．O

％．：左 臼歯で は 志賀高原 89．6％ ， 松 本 92・6 ％，名

古屋 92．S％，福岡 1 （】．O％ で あ り，左 石 側 と もに

四 地 区の 開 に は 有：琶な蓋 ば 認 め ら れ な い ：

　第 2 臼歯の 第 工丘 歹ljに お い て も 88・9− 】00・0％ と

い う高い 出現頻度 で 附 加結節が存 在 し
一
：い る か ・四

地 区 の 間 に は 差が 認 め ら れ ない 。 す な わ ち，右臼歯

に お け る出現率 は 志賀高原 97 ．9％ ， 松本 95．1％ ， 名

占屋 88．9％，福 岡 100．O％ で あ り，左 臼歯 で は そ

れ ぞ れ 97．9％，92 、6 ％ ，
91．1％，100．O％ で あ る e

　次 に ，第 2 臼 歯 の 第 2 丘 列 に お け る 出現頻 度は 右

臼歯 で は ，志 賀 高 原 91 ．7％，松本 95．1％，福 岡

92．6％ で ，こ の 三 地 区 の 問 に は ほ と ん ど差 が認 め

られ ない 。 し か し，名古屋 の 出現頻 度 は 66．7％ の

低 い 値 を 示 し，二 地 区 と の 問 に 有意な差 が 認 め られ

る （第 2 図）． ま た ， 左 臼歯 に 蕊 け る 出現頻度 は 志 賀

高原 9L7 ％，松 本 95．1％ ， 名古 屋 822 ％，福 岡

1  0．0％ で ，四 地 区 の 間 に 有意 な 差 は 認 め られ な い

が，他 の 丘 列 と 比 較す れ ば，右臼歯 と同 様 に 地 方星

が 著 し い 。な お ，志 賀 高 原，松本 及 び 隠岡 の 魑俸群

〔r粉
lOO ．O

60 、o

6e ．o

40 ．o
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右
．
ド顎 臼 歯に お け る近 心 頬 側 附 加 結 節

　 　 出 現 頻 度 の 地 方 差

に お い ては ，出現頻 度 に 左 右 側 の 羌 は ほ とん ど 存在

し な い が名 古屋 の 個体群 で は 左 右差が か な り著 し い 。

こ れ が 何 を 意味す る か 1よ 不 明 で あ る が ， Corbe し

〔1964）に よ る と，央 国属島 の ヨ
ー

ロ ッ パ ヤ チ ネ ズ ミ

（Ciethi’ionomJ ・s　g！a ’reutrts ）の L顎第 3 臼歯の パ タ ー

ン は 左 右 不 甜 称 の こ と が 著 し く多 い とい う こ と で

あ る 。

　第 3 臼歯 の 第 1丘 列 に も86・5−−100・G％ の 高い 頻
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第 4 図 　 第 2 臼 歯 舌側 面 トこみ られ る 三 角 状 の 附 加 結 節

度で 附加結節 か 出現 し，そ の 出現率 は 右 臼歯 で は 志

賀高原 89．2％ ，松本 1  0．0％，名 占屋 g7．g％ ，福

岡 95，1％ で あ る 。 さ らに ， 左 臼 歯 て は そ れ ぞ れ．

86，5％，　97．5％ ，　96．8％．　92．6％　で あ り，　左 右 fnij

と もに 地方差 は 認 め られな い 。

　 第 3 臼歯 の 第 2 丘 列 に お ［
「
ナる 附加結節 の ｝ll現頻 度

は ，第 2図 に 示 し た よ う に ，右臼歯に お い て は 志賀

高 原 64，9％，松 本 68．2％，名 古 屋 41．5％，隔岡

70・7％ で 名六屋 と 他の 三 地 区 との 問 に は か な り著

し い 差が 認 め ら れ る。す な わ ち，第 2 臼歯 の 第 2 丘

列 の 場 合 と同 様 に ，名古 Fzが 他 の 三地区 に ．比 べ 諦常

に 低率で あ る。し か し ，左 臼函 に 葦ゴ い て は 志賀高原

5L4 ％、　t・1本 60，5％，　名〒
圭
〒房…5L1 ％，　宇鬲甌1　68．3％

で ，四 地区の 問の 差は ほ と1．．ど 認 め られ ない 。

　 こ れ を要す る に ，至右側 で わ ずか な 垂は あ る が ，

一
般 に 第 2 臼歯 の 第 2 丘 列，第 3 臼 歯

．
の 第 2 丘 列 で

地 ノ旒 が 吝 し く名古壁個 昨群 の 出現頻度は 志賀高原，

松 本，福 鬮 の 三 地区 に 士ヒ較し て 明 らか に 低率 で あ る 。

　 2・　 第 2 臼歯 舌｛則面 に 見 ら彳
・
し る附 カロ結 節

　第 3 匿 は、名古匿而で 採集 さ れた ドブ ネズ ミの 臼

歯 で ，図 か ら明 らか な如 く，第 2 臼歯 の 第 1丘 列 と

第 2 丘 列 の 間 の 舌側面に 円筒形 の 結節が歯頸線 の 上

部 か ら咬 合面 に 向 っ て 突起様 に 出現 し て い る。

　ま た，他 の 例に お い て は ，第 4 図 に 示 し た よ うに
．

出現す る 位置 は 同 じで あ る が 歯質が 三 角状 に 膨隆 し

た よ うな形 を呈 す る 結節 ／み、られ た 。 　こ れ ら二 つ の

結 節の 形態 の 相異は，出現 部位 が 同じ こ とな ど か ら

発達程 度 の ちが い に よ る
』
1・．の と思 わ れ る 。 著者等 の

調査 した 阪 りで は こ の よ うな結節 は 今 ま で 記載 され

て い ない 。 第 1丘 列 と第 2丘 列と の 聞 の 舌側 面 に 現

わ れ る 結 節 が ，名古屋 の ドブ ネ ズ ミ94 個体 中 3 個体

（3．2％） に 認 め られ た が．他 の 二 地 区で は 認 め られ
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Lingual

Ungual

Mesia1

Mcsi ε」1

D1β ta1

Buccal

第 5 図 　 第 3 臼 歯 の 第 2 丘 列 遠 心 に み られ る 結 節

D 廴stal

Bucca1

第 6 図 第 1 臼 歯第 ユ丘 列 の 遠 心 頬 鬮部 に み ら

　　 　　　　　 れ る 附 加 結節

な か っ た。 し か し，沖 繩 産 の ド ブ ネ ズ ミ
1） に   い て ，

11 個体中 1 個体 〔9・1％）に こ の 結節が観察 さ れ た 。

　3． 第 3 臼 歯 の 第 2 丘 列遠心 に 出現 す る結 節

　所 ・清 水 （1940）は ， ダ イ コ ク ネ ズ ミ に 細 い て ，笥

3 臼歯 の 第 2 丘 列 の 後方 に 珂 ・結節が存在 ナ る こ と

を報告 し て い る が ，広 研究 の ド ブ ネ ズ ミ に お い て も

こ れ と 同 じ結節 を截 察す る こ とが で きた。第 5 図 に

示 し た 如 く， こ の 小結節は ，第 2 丘 列 の 遠 心 斜 面 基

底部 か ら 隆起 し，平担 な 遠 心 斜 面 と は か な 13明瞭 な

溝 を以 て 境 さ れ て い る 。 ま た， こ の 小 結節は ，単 な

る 附加結節 と い う よ り も，歯 の 基底部 か ら隆起 し た

pOSterior　 hee1 に 類似 し て い る。換言す れ ば・第 3

臼歯第 2 丘 列 と こ の 小結節 と の 関係は ，第 2 臼歯 に

お け る 第 2 丘 列 と posterior 　 heel と の 関 係 と ほ L
’一・

致 し て い る 。 こ の 結節 は 名古屋 の 941 剛奉中 61固体

1）　九 州大 学 農学 部動物学教 室 所蔵

（6．4％ ），福 岡 の 41 個 体 中 3 個 体 （7、3％ ）に 認 め ら

れ た 。

　4 ，　 第 1Eヨ歯第 1 ．丘歹1亅遠 心 頬 側部 に 出現 す る 結撕」

　 こ の 結節は ， 福岡市産 の ドブ ネ ズ ミ の 第 1 臼歯 に

認 め られ た もの で ，第 6 図 に 示す よ う に ，第 互丘 列

の 遠 心 頬 側都で 比較的 咬 合面 に 近 い 部分 の 歯
’
質が乳

頭 状 に 膨 隆 し た 結節 で あ る 。 す な わ ち，こ の 結節は

第 1 丘 列 と 第 2 匡 列 と の ほ ぼ 中間 に 位 置し，何 れ の

斤 列か ら も分離 し て い る こ と，お よ び そ の 形態が 三

角形 に ち か い 乳 頭状 で あ る こ と な どか ら近心顛側附

加 結 箭 とは 別 の もの の よ うに 思 わ れ る 。

論 議

　 1，　附加結節 に つ b て

　哺乳 類 の 歯 の 附加 結 節に つ Lへ て は ，従来か ら多 く

の 学者 に よ り多 くの 業績 が 発表 され て い る が ，現在

そ の 形 態学的意 義 の わ か っ て h る もの は 少V  　ま た，

従来 の 文 献 で は ，お そ ら く形 態学的意義 ない し 由来

の 異 っ て い る で あ ろ う種 々 な る 附加結節 を一括 し て

論 じて い る 場合が あ る 。 そ こ で ，各種 の 附加結節 の

意義 を 明 ら か に す る た め に は ，先ず，そ の 現象形態

を正 確 に す る こ と が 必 要 で あ る と 考 え ， ドブ ネ ズ ミ

の 下顎臼歯 に 出現 ナ る 極 々 なな る 附加締節に つ い て，

そ の 形態学的記述 を 石S一っ た 。

　上 述 し た よ うに ，　ド ブ ネ ズ ミ ド顎臼歯に ．見 ら れ る

附 加 結 節 は，L 近心 頬 躙附加結節，2．
「
舌側面 に 見

られ、る 結節，3．遠心 而 に み ら礼 る 結 節，4，第 1 臼

歯 に 竚 い
．
て第 1 丘 列違 心 噸 ｛則部に tlilfl．ナる 結節 の 4

種 類で あ る。そ の 各 々 の 形 態学的特徴 な ど を
一

括 し
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第 2 表 　 ド ブ 訊 ズ ミ 下 顎 臼歯 の 附 加 結 節

結節 の 種類 好 発 部 位

L 　 近心 頬測附 加 結

　 　 節

2、　舌 側 面 附 加 結節

M1 第 3 丘 列

M2 及 び M 窪 の 第 1
及 び 第 2 丘 列 の 近

心 頬 側 部

Pt｛？ 第 1，第 2 、正己
列 間 の 舌 圓面

出 現 頻 度 形 態 的 特 徴 そ 　 の 　 他

40 − 100％ 基 底部 か ら隆起す
る か な り 明 らか な

結 節 で ，丘 列 と癒

合 す
噛
る こ，と が あ P ，

こ の 揚合 は 第 3 歯

結 節 の 外 観

幽 結節 と 相 同 ？

名 古 屋 3．2％
沖 　縄 9％

他 地 区 0 ％

舌 測 面 墓底部 か ら

隆 起

円 筒 状 或 は 3 角錐
状

3・ 遡 醐 加 溝 IM艫 圃

　 　 　 　 　 　 　 　 　 …

　　　　　　　　　L
名 古 屋 6％

福　 岡 7％
他 地 区 0％

遠 心 面 基 底 部 よ 9
隆起

pos匸crier 　hecl　に

類 似

posterier　hecl　の

残 存

4． 遠 心 頬 倶1亅附 鯰 　 M 、 第 1 丘 歹唾遠 心 1福
　　節 　 　　 　　　 　　頬 側 部

1

　　 岡 2．毛％ （1
　　　 例 の み ）
他 地 区 0％

分
状

部
頭

い

乳

近
に

に

的

面

局

起

合

限

隆

咬
が

に

て 表示 す る と第 2 表 の 通 りで あ る n 表 に 示 す よ うに ，

こ れ ら 4種 の 結節 は ，そ の 出現部 1立，出現頻度及び

形態的特徴 が 異な り，各 々 違 っ た形態学的意義を も

つ 形 質の よ うで あ る ，

　近 心 頬圓附加結節は，第 工 臼歯第 3 丘列，ng　2 臼

歯 及 び 第 3 臼歯 の 各丘 列 の 近心頗 圓部 に 出現 し，そ

の 出現率 もか な り高 い
． 各歯各丘 列 の 出現率を比較

す る と，第 3 臼歯第 2 丘 列 が ，他 の 部 に 比較 し 明 ら

か に 低 い が ，他 の 部位 の 間 に は あ ま りは っ き り し た

茅 は な い 。 特 に 福 岡群で は，第 3 臼歯 第 2 丘 列 の

68．3 ％ を最低 と し て ，他 の 丘 列 で は 92．6− 100 ％

の 高率を 示 し て い る 。 ま た，こ の 結節 は 発達良好な

場 合に は ，丘列 と癒合し，外側歯結節 の 外餬すなわ

ち頬 側 に 第 3 の 歯結節 が 附加 され た よ う な 外観を 呈

し て い る 。 形態的 に は歯結節に 類以し ， こ れ と相同

の 形質の よ うに 思 わ れ る が ，こ の 点 に つ い て は さ ら

に 検討 を加 え て 行 きた い 。

　第 2 の 結節は，第 2日誓 の 第 1，第 2 丘 列間 の 舌

側 面 基底郡 か ら 隆起す る 結節で ，そ の 発達程度 は 弱

く咬 合面 に 達す る こ と は ない 。 ま た 出現頻度 も底 い 。

ネ ズ ミ 属に お け る こ の よ うな結節 に つ い て は ，い ま

だ記載 さ れ て い な い 。

　第 3 の 遠心 面 に 出現 す る 附 加 結 節 に つ h て は ，す

で に 所 ・清水 （1940）に よ り報 告 さ れ て い る が ，その

意義 に 関 し て は 記載が ない 。 わ れ わ れ は t 形 態学的

観点 か ら こ の 結節 は 第 1 及び第 2 臼歯 の posterior

hee1 と相 同 な 形質で あ る と結論 し た 。

　 第 4 の 結節は 第 1 臼歯第 1丘 列の 遠心 頬側部に あ

る 結節 で あ り，そ の 形態 は 基 底部 か ら隆起 し た と い

5 よ りは ，咬 合 面 に 近 い 部分 の 歯質が 限局的 に 乳頭

状 に 隆起 し た に す ぎない 小 さ な結節 で あ る 。 出現部

億 は ，第 1及び第 2 丘 列 の 間 で ，第 2 丘 列 の 近 心 頬

側附加結節 と位置的 に は ほ と ん ど 差違がない 。 し た

が っ て こ の 附加結節 ば ，あ る い は 近 心 頬 測附加 結 節

の 発達 不 良 の もの と考 吏一られ る が ，歯 の 基底部 か ら

の 隆起 が 見られ な い とい 5点 で 本質的 な 相違があ る

よ うに ，思 わ 才し る。　　　　　　　　　　　　　　　　　
L

　 2． 近心頬 側附加結節 の 地方 差 に つ い て

　近 心 頬側附加結節 出現 率 を 4 地 区 で 比 較 し た 場 合，

第 2 臼齏 の 第 2 丘 列 と 第 3 臼函
’
の 第 2 丘 列 で ，名古

屋 群が志賀高原，松本及 び 福岡 の 3 地区よ り低 い 値

を 示 し て い る こ とは 前述 し た。 こ の よ うな相違 は 棲

息地 の 環境 の ちが い を暗示 し て い る よ うに 思 わ れ る 。

即 ち，名古
’
屋 の 個 体群 は ，港 周 辺 の 岸壁 と い 5 待殊

な地域 か ら採集 し た もの で あ り， こ れ に 対し て，松

本，福岡 の 両地 区 の 個 体群は ，市街 地 に お い て 採集

され た もの で あ る 。 また，志賀高原 の 個俸群は ，ill
’j屋 周辺 で 捕痩 され た もの で あ る が，志 賀副 豪は 昭
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GS 。Miller（1912，
渡　翅L｛1937）
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→
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第 7 図 　Rattus 属 下 顎 臼 歯 の 構 成 と退 化様 式 に 関 す る 説

和 24 年国 立 公 園 に 指定 さ れ て以 裝，観 光開 発が著

し く進み ，か な り都会 化 さ れ た 場所 で あ る。

　Corbet （1963）は ，ヨ
ーrコ ッ パ ヤ チ ネ ズ ミ （C！e −

thrioitotn：
is

　91CV　i
’
eo ！us ） の 上 顎 第 3 臼歯 の 蜥絞 型 に

地方 差 が み ら れ る の は ，あ る形 質 を 有 す る 個体 が 環

境 に よ っ て 隔 離 さ れ．る こ と が 原 Pdで あ る と 記 し て

い る o

　ま た， ド ブ ネ ズ ミ の ド顎臼歯 に お い 二 地方 差 の 著

し い 丘列 が F顎 臼 歯 の 進 rヒを論 ず る 場 自
曽
に ．問 題 θ）多

い 第 2 臼歯
’
，第 3 臼歯

’
の 後端 の 丘 列 で あ る と

’
05 こ

とは ，歯 の 系 統 発 生 を 知 る うえ に 非 常 に 興 味深 い 乙

とで あ る 。

　ま た，第 2 臼 歯第 2 丘 列 に お い て ，名古屋 の 出現

頻 度は ，左 右の 差が 著 し い
。
Corbet（1964）は ，英国本

土 と そ の 属 島の ヨ
ー

ロ ッ パ ヤ チネ ズ ミ 〔Ctethrieno−

m ．〉’sglareoltts ） を 調査 し ，上 顎 第 3 臼歯 の パ ダー

ン が，島の 個体で は 左 右 不帽称 が 著 し く多 い こ と を

屍 出 し て い 観 歯 の 形 態 の 左 右 不 相 称 も，あ る 個体

1拝を特 徴
．
ずけ る形 質 力・もし れ ない 。

　 3・ 下 顎 ヨ歯 の 構成 と 退化様式 に つ い て

　 ネ ズ ミ 属 下 顎 臼 霞
囓
の 基 本 形 態 は 第 1 臼歯 に 見 ら れ ，

3 個 の 丘 列 と 1f 固の posterior　hee1 が 存在す る が ，

第 3 臼歯 で は 2 個 の 丘 列 が 存看三す る に す ぎな い 。 第

ユ臼歯 の ど の 丘 列ない し posterior　heel が第 3 臼歯
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の ど の 丘 列 に 相 当す る か に つ い て ，従来 2 つ の 違 っ

た 意 見 が あ る 。 す な わ ち，M 田 er （1912），渡 辺

（1937）は ，第 7 図 に 示 す よ うに ，第 3 臼歯 の 第 1丘

列は 第 1臼歯の 第 3丘 列に 相 当す る と し て い る。換

言す れ ば，第 3 臼歯は 第 1 臼歯の 第 1 丘 列 と 第 2 丘

列 が 消失 し，第 3 丘 列 と posterier　heelとが残 っ て

い・る D 　し か る 耆こ ，所 ・清水 （1940）に よ る と，第 3 日

歯 の 第 2ff一列 は ，基本形で あ る 第 1臼歯 の 第 3 丘 列

と posterior　 heel とが融含 し て で きた もの で あ る と

い う。

　 わ れ わ れ は， ドブ ネ ズ ミの 多 くの 個体 に つ い て ド

顎臼鬣 の 形態を観察 し た が，あ る 例で は ng　8 図 に 示

す よ らに ，第 3 臼歯 第 2 丘 列 の 遠 心 pmljに こ の 丘 列 を

頬 舌 の 2 つ の 部分に 分 け る 溝が 存在 し て い た。 こ の

こ とは 、 こ の 丘列が 内 ・
外 2 つ の 歯結節か ら 構成 さ

れ て い る こ と を 示ナ も の で あ り，第 1 丘 列 と基本的

に は 全 く樒 同 で あ る e こ の 点で 第 3 臼歯の 第 2丘 列

が POsterior　 hecl に 旧 当す る と い う MiLler 等 の 説

に は 賛成 で きな い 。
．
また ， 第 3臼歯 第 2 丘 列 の 部 に

は 近 心頬 ・
側 附加結節 が IU現 する 頻度 が 高 い が pos−

terior　 hee1 の 部 に は 近 心 頬 側附加結節 4n 然 見 ら

Lingua ユ

lesial

Bucca 工

　 　 　 　 　 　 　 　 Dista ！

第 8 図　第 3 臼歯第 2 丘 列 の 還 心 面 に み られ る 溝

れ な い こ と も MMer 等 の 説 に 不利 で あ る e ま た，

所 ・清 水 の い 5 よ うに ，第 2 臼歯 第 2 丘 列 と pos−

terior 　heel とが 癒合 し た と思われ る 形態 は 全 く見 ら

才しなカ」〆） たe

　前述 し た よ 5 に ，第 3 臼歯遠心斜面 に 見 られ る 附

加結節は 形態学的 に 見 て pcsterior　 heel と相同 で あ

り，そ の 遺残 （remnant ）と 考え られ る。従 っ て．第

3 臼歯 の posterior　heel は，第 2 丘 列 に 融 合 し て 消

失 し た もの で は な く，そ れ 自身 の 退 化 に よ っ て 消 失

し た と考 え る 方 が よ り妥 当 の よ らに 思 われ る 。 すな

わ ち，第 3 臼歯 は 第 】 臼歯 の 第 1 丘 列 と posterior

heel が 退 化 消 失す る こ と に よ り生 じ た もの で ，現

存 す る 2 つ の 丘列は ， 第 1 臼歯 の 第 2．第 3 丘 列 に

相同 で あ る と わ れ わ れ は 考 え て い る c

要 約

1 ．附加結節 に つ い て

　 ドブ ネ ズ ミ下 顎臼歯 に 見 られ る 附加結節 は 次の 4

種 類 で あ る。

1）　逗 心 頬 側附加結節

　第 1 臼歯第3 丘 列，第 2 臼歯及 び 第 3 臼歯 の 各丘

列 の 近 心頬侵ll部 に 出現 し，そ の 出現率 は 40−．100％

の 高率 を示す n

2）　舌側面 に 見 られ る 結節

　第 2 臼歯 第 1，第 2 丘 列 間の 舌側面 基 低部か ら隆

起す る 結節 で あ り，出現頻度 は 低 い 。

3）　遠心面 に 見 られ る結節

　第 3 臼 歯 の 遠 心 面 に 出現 す る 附 加 結 節 で 、形態学

的 観点 か ら こ の 結 節は 第 1 及 び 第 2 臼歯 の pos・

terior 　heel と相同 な 形質で あ る 。

4） 第 1 臼歯 第 1 丘 列 の 遠心頬側部 に 見 られ る 結節

　咬 合面 に 近 い 部分 の 歯質が 限局的 に 乳 頭状 に 隆起

し た 小 さ な結 節 で あ る 。

V ．近心頬側附加結節出現頻度 の 地方差

　近 心 頬 側 附 加 結 節 出現率 を 4 地 区 （志 賀高原，松

本，名古屋，福岡） で 上ヒ較 し た 場 合，第 2 臼歯 の 第

2 丘 列 と第 3 臼歯 の 第 2丘 列 で ，名占屋群が 志賀高

原，松木及び福岡 の 3 地区 よ り底 い 値 を 示 し て い る 。

皿．下顎臼歯 の 購成 と退化様式

　第 3 臼歯 の 遠心斜面 に 見 られ る 附加結 節は 、形態

学的 に 見 て posterior　 heelと相 同 で あ り，そ の 遺残

（remnant ）と 考 え られ る 。 従 っ て ，第 3 臼歯 に 現存

す る 2 っ の 丘 列 は，第 1 臼歯の 第 2
， 第 3丘列 に 相

同 で あ る。す な わ ち，第 1臼歯の 第 lff ：列 と pos−

ter；or 　heel の 退化消失 に よ り，第 3 臼歯 が造ら れ

た もの と 思わ れ る o
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